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児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
概
要

１
．

事
業
内

容
（

１
）

児
童

に
関
す
る

家
庭

そ
の

他
か
ら
の

相
談

の
う

ち
、
専
門

的
な

知
識

及
び
技
術

を
必

要
と

す
る
も
の

に
応

じ
、

必
要
な

助
言
を

行
う
。

（
２

）
市
町

村
の
求
め

に
応

じ
、

技
術
的
助

言
そ

の
他

必
要
な
援

助
を

行
う

。
（

３
）

児
童

相
談
所
か

ら
の

委
託

を
受
け
て

、
施

設
入

所
ま
で
は

要
し

な
い

が
要
保
護

性
が

あ
り

、
継
続
的

な
指

導
が

必
要
な

児
童
及

び
そ
の
家

庭
に

つ
い

て
の
指
導

を
行

う
。

（
４

）
児
童

や
家
庭
に

対
す

る
支

援
を
迅
速

か
つ

的
確

に
行
う
た

め
、

児
童

相
談
所
、

児
童

福
祉

施
設
、
学

校
等

関
係

機
関

と
の
連

絡
調
整
を

行
う

。

２
．

法
律
上

の
根
拠

児
童

福
祉
法
第

４
４

条
の

２

３
．

実
施
主

体
都
道

府
県
、
指

定
都

市
、

児
童
相
談

所
設

置
市

※
社

会
福
祉

法
人
等

に
委
託
し

て
実

施
す

る
こ
と

も
可

４
．

補
助
根

拠
予
算

補
助

※
児
童

虐
待
・

Ｄ
Ｖ
対

策
等

総
合

支
援
事

業

５
．

補
助
率

１
／

２
（
国

１
／

２
、
都
道
府
県
･指

定
都
市

・児
童

相
談

所
設
置

市
１
／
２
）

６
．

そ
の
他

補
助

単
価
（

２
８
年
度

（
１

か
所

当
た
り
）

）
＜

事
務

費
＞

・
常

勤
心

理
職
配
置

の
場

合
１

０
，
９

５
１

千
円

※
相
談

員
：

常
勤

①
非
常

勤
①
、
心

理
職

：
常

勤
①

・
非

常
勤

心
理
職
配

置
の

場
合

７
，
３

５
４

千
円

※
相
談

員
：

常
勤

①
非
常

勤
①
、
心

理
職

：
非

常
勤
①

＜
事

業
費
＞

相
談

件
数

や
心
理
療

法
の

実
施

状
況
等
の

事
業

量
に

応
じ
た
基

準
額

を
設

定

実
績

か
所
数

の
推
移

Ｈ
２
３

Ｈ
２
４

Ｈ
２
５

Ｈ
２
６

Ｈ
２
７

※
家

庭
福

祉
課

調
べ

（
各

年
度

１
０
月

１
日

現
在

）
か

所
数

８
７

９
２

９
８

１
０
４

１
０
９

※
少

子
化

社
会

対
策

大
綱

（平
成

２
７
年

３
月

閣
議

決
定

）
で
は

、
平

成
３
１
年

度
ま

で
に
３
４
０
か

所
を
目
標

と
し
て
い
る
。
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参
考

条
文
（

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

）

◎
児
童
福
祉
法

（
昭

和
二

十
二

年
法

律
第

百
六
十

四
号
）

第
七
条

こ
の

法
律

で
、
児

童
福

祉
施

設
と
は
、
助
産

施
設
、
乳

児
院
、
母
子

生
活
支

援
施
設
、
保

育
所

、
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

、
児

童
厚

生

施
設
、
児
童
養

護
施

設
、
障

害
児

入
所
施
設
、
児
童

発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
、
情
緒

障
害
児

短
期

治
療

施
設

、
児

童
自

立
支

援
施

設
及

び
児

童
家

庭

支
援
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

２
（
略
）

第
三
十
五
条

１
～

３
（
略

）

４
国
、
都
道

府
県

及
び
市

町
村

以
外

の
者
は
、
厚
生
労

働
省
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道

府
県

知
事

の
認

可
を
得

て
、
児

童
福

祉
施

設
を
設

置
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

５
～
１
２

（
略
）

第
四
十
四
条
の

二
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
児
童

の
福
祉
に
関
す
る
各
般

の
問

題
に
つ
き
、
児

童
に
関

す
る
家

庭
そ
の

他
か

ら
の

相

談
の
う
ち
、
専

門
的

な
知

識
及

び
技

術
を
必

要
と
す
る
も
の
に
応
じ
、
必
要

な
助
言

を
行

う
と
と
も
に
、
市

町
村

の
求

め
に
応

じ
、
技

術
的

助
言

そ
の

他
必
要
な
援

助
を
行

う
ほ

か
、
第

二
十

六
条
第

一
項
第

二
号
及
び
第
二
十

七
条
第

一
項
第

二
号

の
規

定
に
よ
る
指

導
を
行

い
、
あ
わ

せ
て
児

童
相

談
所
、
児
童
福

祉
施

設
等

と
の

連
絡

調
整
そ
の

他
厚
生

労
働
省

令
の
定
め
る
援
助

を
総
合

的
に
行

う
こ
と
を
目

的
と
す
る
施

設
と
す
る
。

２
児
童
家
庭

支
援

セ
ン
タ
ー
の

職
員

は
、
そ
の
職
務

を
遂

行
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
個
人
の

身
上

に
関

す
る
秘

密
を
守

ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条

児
童

相
談

所
長

は
、
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
通

告
を
受
け
た
児

童
、
第

二
十

五
条

の
七

第
一

項
第

一
号

若
し
く
は

第

二
項
第
一
号

、
前

条
第

一
号

又
は

少
年
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
六
条

の
六

第
一

項
若

し
く
は

第
十

八
条

第
一

項
の

規

定
に
よ
る
送

致
を
受

け
た
児

童
及

び
相

談
に
応
じ
た
児
童
、
そ
の

保
護
者

又
は
妊

産
婦
に
つ
い
て
、
必

要
が

あ
る
と
認

め
た
と
き
は

、
次

の
各

号
の

い
ず
れ
か

の
措

置
を
採

ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
次
条
の
措

置
を
要

す
る
と
認

め
る
者
は
、
こ
れ

を
都
道

府
県
知

事
に
報
告
す
る
こ
と
。

二
児
童
又
は

そ
の

保
護

者
を
児

童
相

談
所
そ
の
他
の

関
係
機

関
若
し
く
は
関

係
団
体

の
事

業
所

若
し
く
は

事
務

所
に
通

わ
せ

当
該

事
業

所
若

し

く
は
事
務
所

に
お
い
て
、
又

は
当

該
児

童
若
し
く
は
そ
の
保
護

者
の
住

所
若
し
く
は

居
所
に
お
い
て
、
児

童
福

祉
司

若
し
く
は

児
童

委
員

に
指

導
さ

せ
、
又
は

市
町

村
、
都

道
府

県
以

外
の
者
の
設
置

す
る
児
童
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
都
道
府

県
以

外
の

障
害

者
の

日
常

生
活

及
び
社

会
生

活
を

総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の

法
律

第
五
条
第

十
六
項

に
規
定
す
る
一
般
相
談
支
援
事
業
若

し
く
は

特
定

相
談

支
援

事
業

（
次

条
第

一
項

第
二

号

及
び
第
三
十

四
条

の
七

に
お
い
て
「
障
害
者

等
相
談

支
援
事

業
」
と
い
う
。
）
を
行

う
者
そ
の
他

当
該

指
導

を
適

切
に
行

う
こ
と
が

で
き
る
者

と
し
て

厚
生
労
働
省

令
で
定

め
る
も
の

に
委
託
し
て
指

導
さ
せ

る
こ
と
。

三
～
七
（
略

）

3



参
考

条
文
（

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

）

第
二
十
七
条

都
道

府
県

は
、
前

条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
又

は
少
年

法
第

十
八

条
第

二
項

の
規

定
に
よ
る
送

致
の

あ
つ
た
児

童
に
つ
き
、
次

の
各

号
の

い
ず
れ

か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
（
略
）

二
児
童
又

は
そ
の

保
護

者
を
児

童
相
談
所
そ
の

他
の
関

係
機
関

若
し
く
は
関
係

団
体
の

事
業

所
若

し
く
は

事
務

所
に
通

わ
せ

当
該

事
業

所
若

し
く
は
事
務

所
に
お
い
て
、
又

は
当

該
児
童
若
し
く
は
そ
の
保

護
者
の

住
所
若

し
く
は
居
所
に
お
い
て
、
児

童
福

祉
司

、
知

的
障

害
者

福
祉

司
、
社

会
福
祉
主
事

、
児

童
委

員
若

し
く
は

当
該
都
道
府
県

の
設
置

す
る
児
童
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
若

し
く
は

当
該

都
道

府
県

が
行

う
障

害
者

等
相

談
支

援
事
業
に
係

る
職

員
に
指

導
さ
せ

、
又
は
市
町

村
、
当
該

都
道
府

県
以
外

の
者
の

設
置
す
る
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
当

該
都

道
府

県
以

外

の
障
害
者

等
相

談
支

援
事

業
を
行

う
者
若

し
く
は

前
条
第
一

項
第
二

号
に
規
定
す
る
厚
生

労
働

省
令

で
定

め
る
者

に
委

託
し
て
指

導
さ
せ

る
こ
と
。

三
～
四
（
略

）

第
四
十
八
条
の

三
乳

児
院

、
児

童
養

護
施
設
、
障
害
児
入
所
施
設
、
情
緒
障

害
児
短

期
治

療
施

設
及

び
児

童
自

立
支

援
施

設
の

長
並

び
に
小

規
模
住
居

型
児

童
養

育
事

業
を
行

う
者
及

び
里
親

は
、
当
該

施
設
に
入

所
し
、
又
は

小
規
模

住
居

型
児

童
養

育
事

業
を
行

う
者

若
し
く
は

里
親

に

委
託
さ
れ
た
児

童
及

び
そ
の

保
護

者
に
対
し
て
、
市
町
村
、
児
童
相

談
所
、
児
童

家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
教

育
機

関
、
医

療
機

関
そ
の

他
の

関
係

機

関
と
の
緊
密

な
連

携
を
図

り
つ
つ
、
親

子
の
再
統

合
の
た
め
の
支
援
そ
の
他
の

当
該
児

童
が
家

庭
（
家

庭
に
お
け
る
養

育
環

境
と
同

様
の

養
育

環

境
及
び
良
好

な
家

庭
的

環
境

を
含

む
。
）
で
養
育
さ
れ
る
た
め
に
必
要

な
措
置

を
採

ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

4



参
考

条
文
（

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

）

◎
児
童
福
祉
法

施
行

規
則

（
昭

和
二

十
三

年
厚
生

省
令
第

十
一
号
）

第
一
条
の
三
十

小
規

模
住

居
型

児
童

養
育
事
業
者
は
、
緊
急
時

の
対
応

等
を
含
め
、
委

託
児
童

の
状

況
に
応

じ
た
適

切
な
養

育
を
行

う
こ
と
が

で

き
る
よ
う
、
児
童

の
通

学
す
る
学

校
、
児
童
相

談
所
、
児
童

福
祉
施

設
、
児
童

家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
児

童
委

員
、
公

共
職

業
安

定
所

、
警

察
等

関
係

機
関
と
の
連
携

そ
の

他
の

適
切

な
支

援
体
制

を
確
保

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
の

二
十

五
児

童
自

立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
緊
急
時
の
対

応
等

を
含
め
、
入
居
者

の
状

況
に
応

じ
た
適

切
な
児

童
自

立
生

活
援

助

を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
児

童
相

談
所
、
児

童
福
祉

施
設
、
児
童

家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
児
童

委
員

、
公

共
職

業
安

定
所

、
警

察
等

関
係

機
関

と

の
連
携
そ
の

他
の

適
切

な
支

援
体

制
を
確
保

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条

法
第

三
十

五
条

第
三

項
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
省
令

で
定

め
る
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
名
称
、
種

類
及

び
位

置

二
建
物
そ
の

他
設

備
の

規
模

及
び
構

造
並
び
に
そ
の

図
面

三
運
営
の

方
法

（
保

育
所

に
あ
つ
て
は

事
業

の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要

事
項
に
関
す
る
規
程
）

三
の
二

経
営

の
責

任
者

及
び
福

祉
の

実
務
に
当
る
幹
部
職

員
の
氏

名
及
び
経

歴

四
収
支
予

算
書

五
事
業
開

始
の

予
定

年
月

日

２
法
第
三
十
五

条
第

四
項

の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
前
項

各
号
に
掲

げ
る
事
項

を
具
し
、
こ
れ

を
都

道
府

県
知

事
に
申

請
し
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
。

３
前
項
の
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
次
に
掲
げ
る
書

類
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
設
置
す
る
者

の
履

歴
及

び
資

産
状
況

を
明

ら
か
に
す
る
書

類

二
保
育
所

を
設

置
し
よ
う
と
す
る
者

が
法
人

で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
法
人

格
を
有
す
る
こ
と
を
証

す
る
書

類

三
法
人
又

は
団

体
に
お
い
て
は

定
款

、
寄
附
行

為
そ
の
他

の
規
約

４
法
第
三
十
五

条
第

三
項

の
届

出
を
行
つ
た
市

町
村
は
、
第
一
項

第
二
号

若
し
く
は
第
三

号
に
掲

げ
る
事

項
又

は
経

営
の

責
任

者
若

し
く
は

福
祉

の
実
務
に
当

た
る
幹

部
職

員
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
都
道

府
県
知

事
に
届

け
出

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５
法
第
三
十
五

条
第

三
項

の
届

出
を
行
つ
た
市

町
村
又

は
同
条

第
四
項

の
認
可

を
受
け
た
者

は
、
第

一
項

第
一

号
又

は
第

三
項

第
二

号
に
掲

げ

る
事
項
に
変

更
が

あ
つ
た
と
き
は

、
変
更
の
あ
つ
た
日

か
ら
起
算
し
て
一

月
以
内

に
、
都
道
府

県
知

事
に
届

け
出

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

６
法
第
三
十
五

条
第

四
項

の
認

可
を
受
け
た
者

は
、
第
一

項
第
二

号
若
し
く
は
第

三
号
に
掲

げ
る
事

項
又

は
経

営
の

責
任

者
若

し
く
は

福
祉

の
実

務
に
当
た
る
幹

部
職

員
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道

府
県
知

事
に
あ
ら
か
じ
め
届
け
出

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
八
条
の

二
法

第
四

十
四

条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援

助
は

、
訪

問
等

の
方

法
に
よ
る
児

童
及

び
家

庭
に

係
る
状
況
把
握

、
当

該
児

童
及

び
家

庭
に
係

る
援

助
計
画

の
作
成
そ
の
他
の

児
童
又

は
そ
の
保

護
者

等
に
必

要
な
援

助
と
す
る
。
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参
考

条
文
（

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

）

◎
児
童
福
祉
施

設
の

設
備

及
び
運

営
に
関
す
る
基

準
（
昭
和

二
十
三

年
厚
生

省
令
第

六
十
三

号
）

（
関
係
機
関
と
の

連
携

）

第
二
十
五
条

乳
児

院
の

長
は

、
児

童
相
談
所
及
び
必
要
に
応

じ
児
童

家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
児

童
委

員
、
保

健
所

、
市

町
村

保
健

セ
ン
タ
ー
等

関

係
機
関
と
密

接
に
連

携
し
て
乳

幼
児

の
養
育
及

び
家
庭

環
境
の

調
整
に
当
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
関
係
機
関
と
の

連
携

）

第
三
十
一
条

母
子

生
活

支
援

施
設

の
長
は
、
福
祉
事
務
所
、
母
子
・
父

子
自
立

支
援
員
、
児
童

の
通

学
す
る
学

校
、
児

童
相

談
所

、
母

子
・
父

子

福
祉
団
体

及
び
公

共
職

業
安

定
所

並
び
に
必
要

に
応
じ
児
童
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
相

談
所

等
関

係
機

関
と
密

接
に
連

携
し
て
、
母

子
の

保

護
及
び
生
活

支
援

に
当

た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
機
関
と
の

連
携

）

第
四
十
七

条
児

童
養

護
施

設
の

長
は
、
児

童
の
通
学
す
る
学

校
及
び
児
童
相
談

所
並
び
に
必

要
に
応

じ
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
児

童
委

員
、

公
共
職
業

安
定

所
等

関
係

機
関

と
密

接
に
連

携
し
て
児

童
の
指

導
及
び
家
庭
環

境
の
調

整
に
当

た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
機
関
と
の

連
携

）

第
七
十
八

条
情

緒
障

害
児

短
期

治
療
施

設
の

長
は
、
児
童

の
通
学
す
る
学
校

及
び
児

童
相

談
所

並
び
に
必

要
に
応

じ
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、

児
童
委
員

、
保

健
所

、
市

町
村

保
健

セ
ン
タ
ー
等

関
係
機

関
と
密

接
に
連
携

し
て
児
童

の
指
導

及
び
家

庭
環

境
の

調
整

に
当

た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

（
関
係
機
関
と
の

連
携

）

第
八
十
七
条

児
童

自
立

支
援

施
設

の
長
は
、
児
童
の
通
学
す
る
学
校

及
び
児

童
相
談

所
並

び
に
必

要
に
応

じ
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
児

童

委
員
、
公
共
職

業
安

定
所

等
関

係
機

関
と
密

接
に
連
携

し
て
児
童

の
指
導

及
び
家
庭

環
境
の

調
整

に
当

た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
設
備
の
基
準

）

第
八
十
八
条
の

二
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
に
は
相
談
室

を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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参
考

条
文
（

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

）

（
職
員
）

第
八
十
八
条
の

三
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
法
第
四
十
四

条
の
二

第
一
項

に
規
定

す
る
業

務
（
次

条
に
お
い
て
「
支

援
」
と
い
う
。
）
を
担

当

す
る
職
員
を
置

か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
の

職
員

は
、
法

第
十

三
条

第
三
項

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
支
援
を
行
う
に
当

た
つ
て
遵

守
す
べ

き
事
項
）

第
八
十
八
条
の

四
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
に
当
た
つ
て
は
、
児
童
、
保
護
者
そ
の

他
の

意
向

の
把

握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
懇

切

を
旨
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
児
童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
児
童

相
談
所
、
福
祉
事

務
所
、
児

童
福
祉

施
設
、
民
生

委
員

、
児

童
委

員
、
母

子
・
父

子
自

立
支

援
員

、

母
子
・
父
子
福

祉
団

体
、
公

共
職

業
安
定
所
、
婦

人
相
談

員
、
保
健
所
、
市
町
村

保
健
セ
ン
タ
ー
、
精

神
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
学

校
等

と
の

連
絡

調

整
を
行
う
に
当

た
つ
て
は

、
そ
の

他
の

支
援

を
迅
速

か
つ
的
確
に
行

う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
円

滑
に
こ
れ

を
行

わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３
児
童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
そ
の

附
置
さ
れ

て
い
る
施
設

と
の
緊

密
な
連
携

を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の

支
援

を
円

滑
に
行

え
る
よ
う
必

要
な
措
置

を
講

じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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●
「
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
運

営
等
に
つ
い
て
」

（
平
成

1
0年

5月
18

日
児
発

第
３
９
７
号

厚
生

省
児
童

家
庭
局

長
通
知

）＜
抜

粋
＞

（
別
紙
１
）

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

運
営
要
綱

１
目
的

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
児
童
に
関
す
る
家
庭
そ
の
他
か
ら
の
相
談
の
う
ち
、
専
門
的

な
知
識
及

び
技
術
を
必

要
と
す
る
も
の
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
の
求
め
に
応
じ
、
技
術
的
助
言
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
ほ
か
、
保
護
を
要
す

る
児
童
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
指
導
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
児
童
相
談
所
、
児
童
福
祉
施
設
等
と
の
連
絡
調
整
等
を
総
合
的
に
行
い
、
地
域
の
児
童
、
家
庭

の
福
祉
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
設
置
及
び
運
営
の
主
体

設
置
及
び
運
営
の
主

体
は
、
地
方
公
共
団
体
及

び
社
会
福
祉
法
人
等
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
知
事
（
指

定
都
市
及
び
児
童
相
談
所
設
置
市
の
市
長
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
が
児
童
福
祉
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
１
６
４
号
）
第
２
７
条
第

１
項
第

２
号
に
よ
る
指
導
委
託
先
と
し
て
も
適
切

な
水
準
の
専
門
性
を
有
す
る
機
関
で

あ
る
と
認
め
た
者
と
す
る
。

３
支
援
体
制
の
確
保

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
要
保
護
児
童
及
び
要
支
援
児
童
の
相
談
指
導
に
関
す
る
知
見
や
経
験
を
有
し
、
夜
間
・
緊
急
時
の
対
応
や
一
時
保
護
等
を
迅

速
か
つ
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
相
談
所
、
市
町
村
、
里
親
、
児
童
福
祉
施
設

、
自
立
援
助

ホ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、
警
察

そ
の
他
の
関
係
機

関
と
の
連
携
そ
の
他
の
支
援
体
制
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
事
業
内
容
等

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
以
下
に
定
め
る
事
業
を
実
施
す
る
。

（
１
）
地
域
・
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
事
業

地
域
の

児
童
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
児
童
に
関
す
る
家
庭
そ
の
他
か
ら
の
相
談
の
う
ち
、
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の

に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
う
。

（
２
）
市
町
村
の
求
め
に
応
ず
る
事
業

市
町
村

の
求
め
に
応
じ
、
技
術
的
助
言
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
。

（
３
）
都
道
府
県
（
指
定
都
市
及
び
児
童
相
談
所
設
置
市
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
児
童
相
談
所
か
ら
の
受
託
に
よ
る
指
導

児
童
相

談
所
に
お
い
て
、
施
設
入
所
ま
で
は
要
し
な
い
が
要
保
護
性
が
あ
る
児
童
、
施
設
を
退
所
後
間
も
な
い
児
童
な
ど
、
継
続
的

な
指
導
措
置
が
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
た
児
童
及
び
そ
の
家
庭
に
つ
い
て
、
指
導
措
置
を
受
託
し
て
指
導
を
行
う
。
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（
４
）
里
親
等
へ
の
支
援

里
親
及

び
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
等
、
必
要
な
支
援
を
行
う
。

（
５
）
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
連
絡
調
整

児
童
や
家
庭
に
対
す
る
支
援
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た
め
、
児
童
相
談
所
、
市
町
村
、
福
祉
事
務
所
、
里
親
、
児
童
福
祉
施
設
、
自
立
援
助

ホ
ー
ム
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
母
子
自
立
支
援
員
、
母
子
福
祉
団
体
、
公
共
職
業
安
定
所
、
婦
人
相
談
員

、
保
健
所
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会
、
学
校
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
。

５
事
業
の
実
施

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
点

に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
住
民
の
利
用
度
の
高
い
時
間
に
対
応
で
き
る
体
制
を
採
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
、
保
護
者
そ
の
他
の
意
向
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
懇
切
を
旨
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
３
）
児
童
に
関
す
る
家
庭
そ
の
他
か
ら
の
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
相
談
に
応
じ
る
場
合
に
は
、
訪
問
等
の
方
法
に
よ
り
積
極
的
に
児
童
及
び

家
庭
に
係
る
状
況
把
握
を
し
、
問
題
点
の

明
確
化
を
図
る
。
な
お
、
専
門
的
な
知
識
を
特
に
必
要
と
し
な
い
軽
微
な
相
談
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
と
連
携
し
て
適

切
な
対
応
を
図
る
。

（
４
）
当
該
児
童
及
び
家
庭
に
係
る
援
助
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
援
助
を
行
う
な
ど
、
計
画
的
な
援
助
の
実
施
を
図
る
。

（
５
）
処
遇
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
、
相
談
者
に
係
る
基
礎
的
事
項
、
援
助
計
画
の
内
容
及
び
実
施
状
況
等
を
記
録
に
止
め
る
。

な
お
、
個

人
の
身
上
に
関
す
る
秘
密
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
記
録
は
適
切
に
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
６
）
援
助
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
問
題
点
の
把
握
、
援
助
目
標
・
援
助
方
法
を
明
確
に
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
計
画
的
な
処
遇
を
行
う
と
と
も
に
、
随
時
計
画
の

再
評
価
を
行

う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
も
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
。

児
童
相

談
所
か
ら
の
指
導
委
託
を
受

託
す
る
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
の
指
導
の
下
援
助
計
画
を
作
成
す
る
等
、
児
童
相
談
所
の
処
遇
指
針
と
の
整
合
性

を
図
る
。

ま
た
、
市
町
村
の
求
め
に
応
じ
、
技
術
的
助
言
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
場
合
に
は
、
市
町
村
や
市
町
村
が
設
置
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

と
共
同
し
て
援
助
計
画
を
作
成
し
、
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
。

（
７
）
児
童
相
談
所
か
ら
指
導
委
託
を
受
け
た
時
又
は
市
町
村
の
求
め
に
応
ず
る
時
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

（
８
）
児
童
相
談
所
か
ら
指
導
委
託
を
受
け
た
事
例
に
つ
い
て
、
訪
問
等
の
方
法
に
よ
る
指
導
を
行
い
、
定
期
的
に
そ
の
状
況
を
児
童
相
談
所
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
児
童
相
談
所
の
指
示

及
び
助
言
を
求
め
る
な
ど
、
児
童
相
談
所
と
密
接
な
連
絡
を
と
る
も
の
と
す
る
。

(９
）
夜
間
等
の
緊
急
の
相
談
等
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
、
必
要
な
関
係
機
関
等
と
の
連
絡
方
法
等
の
対
応
手
順
に
つ
い
て
児
童
相
談
所
等

の
関
係
機
関
等
と
協
議
の
上
、
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
1
0
）
児
童
相

談
所
と
常
に
密
接
な
連
携
を
図
り
、
児
童
相
談
所
に
よ
る
技
術
的
支
援
及
び
他
の
関
係
機

関
と
の
連
携
に
係
わ
る
仲
介
、
調
整
等
の
協
力
を
受
け

る
も
の
と
す
る
。

児
童
相
談

所
と
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
「
児
童
相
談
所
運
営
指
針
」
（
平

成
２
年
３
月
５
日
雇
児
発
第
通
知

１
３
３
号
）
に
よ
る
。
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（
1
1
）
相
談
を
受
け
た
場
合
等
は
、
訪
問
や
通
所
等
の
方
法
に
よ
る
援
助
を
は
じ
め
、
必
要
に
応
じ
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
る
等
、
柔
軟
か
つ
速
や
か
に
必
要
な

援
助
活
動
を
展
開
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
複

雑
・
困
難
及
び
法
的
対
応
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
児
童
相
談
所
等
の

関
係
機
関
に
通
告
ま
た
は
あ
っ
せ
ん
を
行
う
。

（
1
2
）
相
談
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
母
子
自

立
支
援
員
、
婦
人
相
談
員
、
家
庭
相
談
員
、
児
童
委
員
等
と
の
連
携
を
図
り
、
例
え
ば
こ
れ
ら
の
相
談
員
等
が
同
一

日
に
相
談
に
応
ず
る
「
総
合
相
談
日
」
等

を
設
け
る
等
の
配
慮
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
1
3
）
児
童
相

談
所
、
児
童
福
祉
施
設
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
支
援
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
円
滑
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

６
職
員
の
配
置
等

（
１
）
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

責
任
者
を
定
め
る
と
と
も
に
、
次
の
職
種
の
職
員
を
配
置
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
相
談
・
支
援
を
担
当
す
る
職
員
（
２
名
）

児
童
福
祉
法
第
１
３
条
第
２
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
。
児
童
福
祉
事
業
の
実
務
経
験
を
十
分
有
し
各
種
福
祉
施
策
に
熟
知
し
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

な
お
、
児
童
福

祉
施
設
等
に
附
置
し
て
い
る
場
合
は
、
入
所
者
等
の
直
接
処
遇
の
業
務
は
行
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
心
理

療
法
等
を
担
当
す
る
職
員
（
１
名
）

児
童
及
び
保
護
者
に
対
し
、
心
理
学

的
側
面
か
ら
の
援
助
を
行
う
。

（
２
）
職
員
の
責
務

ア
職
員
は
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
身
上
に
関
す
る
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
児
童
福
祉
法
第
４
４
条
の

２
第
２
項
）

イ
職
員
は
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
各
種
研
修
会
及
び
異
種
職
と
の
交
流
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
相
談
・
支

援
等
の
技
術
等
に
関
し
自
己
研
鑽
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

７
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備

次
の
設
備
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
附
置
し
て
い
る
場
合
は
、
入
所
者
等
の
処
遇
及
び
当
該
施
設
の
運
営

上
支
障
が
生
じ
な
い
場
合
に
は
、
附
置
さ
れ
る
施
設
と

設
備
の
一
部
を
共
有
す
る
こ
と
は
差
し
障

え
な
い
。

な
お
、
設
備
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
個
人
の
身
上
に
関
す
る
秘
密
が
守
ら
れ
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
相
談
室
・
プ
レ
イ
ル
ー
ム

（
２
）
事
務
室

（
３
）
そ
の
他
必
要
な
設
備
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８
広
報
等
に
つ
い
て

児
童
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
そ
の
目
的
や
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
広
報
活
動

を
積
極
的
に
行
う
も

の
と
す
る
。

ま
た
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
所
在

が
利
用
者
に
明
確
に
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
所
在
を
掲
示
版
等
に
よ
り
表
示
す
る
こ
と
。

９
経
費
の
補
助

国
は
、
都
道
府
県
が
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
た
め
に
支
出
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
助
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

（
参
考
）
援
助

計
画
の
作
成
及
び
再
評
価
の
流
れ
に
つ
い
て

（
援
助
計
画
の

内
容
）

・
個
々
の

児
童
、
保
護
者
等
に
対
す
る
援
助
の
選
択
（
児
童
、
保
護
者
等
の
意
向
及
び
具
体
的
援
助
を
行
う
者
の
条
件
を
考
慮
し
、
そ
の
児
童
に
最
も
適
合
す

る
援
助
を
選
択
す
る
）

・
具
体
的

援
助
の
指
針
（
援
助
の
目
標
、
児
童
の
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
対
す
る
指
導
方
法
、
児
童
の
持
つ
良
い
面
の
伸
ば
し
方
、
児
童
の
周
辺
に
あ
る

保
護
者
等
に
対
す
る
指
導
方
法
、
そ
の
他

必
要
な
留
意
点
等
具
体
的
か
つ
広
範
に
わ
た
り
行
う
）

（
援
助
計
画
の

作
成
及
び
再
評
価
の
流
れ
）

１
．
相
談
に
よ
る
問
題
点
の
把
握
（
主
訴
か

ら
隠
れ
た
問
題
を
探
る
）

２
．
援
助
目

標
の
設
定

３
．
援
助
方

法
の
明
確
化
（
留
意
点
及
び
関
係
機
関
と
の
役
割
分
担
を
含
む
）

４
．
援
助
計

画
の
再
評
価
（
援
助
の
実
施
に
伴
う
新
た
な
問
題
点
の
発
見
及
び
援
助
方
法
等
）
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（
具
体
的
事
例
）

１
．
相
談
に
よ
る
問
題
点
の
把
握

子
ど
も
（
乳
児
）
の
夜
泣
き
が
止
ま
ら
ず
困
っ
て
い
る
。
（
母
親
か
ら
の
電
話
に
よ
る
主
訴
）

母
親
は

育
児
方
法
が
分
か
ら
ず
子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
。
（
面
接
を
重
ね
た
結
果
隠
れ
た
問
題
が
判
明
）

現
在
の

と
こ
ろ
、
在
宅
で
の
援
助
に
よ
り
経
過
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
（
援
助
の
選
択
）

２
．
援
助
目

標
の
設
定

母
親
が

育
児
に
自
信
を
持
ち
、
安
定
し
た
母
子
関
係
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
援
助
目
標
と
す
る
。

３
．
援
助
方

法
の
明
確
化

向
こ
う
３
か
月
は
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
週
１
回
来
所
さ
せ
、
育
児
上
の
具
体
的
な
助
言
を
行
う
。

さ
ら
に
、
２
週
間
に
一
度
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
、
よ
り
具
体
的
な
助
言
を
行
う
。

な
お
、
場

合
に
よ
り
、
母
の
育
児
力
回
復
の
た
め
、
１
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
活
用
を
検
討
す
る
。

３
か
月
後
、
経
過
良
好
で
あ
れ
ば
、
２
週
間
に
１
回
の
来
所
、
１
か
月
に
一
度
の
家
庭
訪
問
と
す
る
。

（
留
意
点
）

こ
の
母
親
の
場
合
、
高
圧
的
な
態
度
だ
と
助
言
を
受
入
れ
な
い
。
助
言
に
当
た
っ
て
は
受
容
的
態
度
に
留
意
す
る
。

４
．
援
助
計

画
の
再
評
価

家
庭
訪

問
に
よ
り
、
子
ど
も
及
び
母
親

の
偏
食
が
見
ら
れ
、
ま
た
家
庭
が
不
衛
生
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
当
分
の
間

、
保
健
師
が
訪
問
指

導
を
行
う
こ
と
と
し
、
双
方
が
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
援
助
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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児
童

家
庭

支
援

セ
ン
タ
ー
設

置
状

況
及

び
指

導
委

託
件

数

社
会

福
祉

法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
社

会
福

祉
法

人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
1
北
海
道

8
か
所

8
か
所

-
-

2
件

4
8
札

幌
市

4
か
所

4
か
所

-
-

3
件

2
青
森
県

1
か
所

1
か
所

-
-

-
4
9
仙

台
市

3
岩
手
県

1
か
所

1
か
所

-
-

2
件

5
0
さ
い
た
ま
市

1
件

4
宮
城
県

1
か
所

1
か
所

-
1
か

所
-

5
1
千

葉
市

3
か
所

3
か
所

-
-

1
件

5
秋
田
県

5
2
横

浜
市

6
か
所

6
か
所

-
6
か

所
-

6
山
形
県

2
か
所

2
か
所

-
2
か

所
-

5
3
川

崎
市

4
か
所

4
か
所

-
-

-
7
福
島
県

5
4
相

模
原

市
8
茨
城
県

2
か
所

2
か
所

-
2
か

所
1
件

5
5
新

潟
市

9
栃
木
県

2
か
所

2
か
所

-
-

3
件

5
6
静

岡
市

1
0
群
馬
県

2
か
所

2
か
所

-
-

-
5
7
浜

松
市

1
か
所

-
1
か
所

-
-

1
1
埼
玉
県

3
か
所

3
か
所

-
-

2
件

5
8
名

古
屋

市
1
か
所

1
か
所

-
-

-
1
2
千
葉
県

7
か
所

6
か
所

1
か

所
-

9
件

5
9
京

都
市

1
3
東
京
都

6
0
大

阪
市

1
か
所

1
か
所

-
-

-
1
4
神
奈
川
県

6
1
堺

市
1
か
所

1
か
所

-
-

-
1
5
新
潟
県

6
2
神

戸
市

2
か
所

2
か
所

-
-

2
件

1
6
富
山
県

6
3
岡

山
市

1
7
石
川
県

2
か
所

2
か
所

-
-

2
件

6
4
広

島
市

1
8
福
井
県

4
か
所

4
か
所

-
-

1
件

6
5
北

九
州

市
1
か
所

1
か
所

-
-

-
1
9
山
梨
県

1
か
所

1
か
所

-
-

1
件

6
6
福

岡
市

2
か
所

-
2
か
所

2
か

所
-

2
0
長
野
県

2
か
所

2
か
所

-
-

2
件

6
7
熊

本
市

2
1
岐
阜
県

3
か
所

3
か
所

-
-

4
件

2
6
か
所

2
3
か
所

3
か
所

8
か
所

7
件

2
2
静
岡
県

3
か
所

3
か
所

-
-

-
6
8
横

須
賀

市
2
3
愛
知
県

6
9
金

沢
市

1
か
所

1
か
所

-
-

-
2
4
三
重
県

3
か
所

3
か
所

-
-

5
件

1
か
所

1
か
所

0
か
所

0
か
所

0
件

2
5
滋
賀
県

1
か
所

1
か
所

-
1
か

所
-

1
0
9
か
所

1
0
5
か
所

4
か
所

2
7
か
所

9
8
件

2
6
京
都
府

2
か
所

2
か
所

-
-

1
件

2
7
大
阪
府

1
か
所

1
か
所

-
-

2
件

2
8
兵
庫
県

6
か
所

6
か
所

-
6
か

所
1
6
件

2
9
奈
良
県

2
か
所

2
か
所

-
-

3
件

3
0
和
歌
山
県

1
か
所

1
か
所

-
-

2
件

3
1
鳥
取
県

3
か
所

3
か
所

-
3
か

所
7
件

3
2
島

根
県

3
3
岡
山
県

1
か
所

1
か
所

-
-

1
件

3
4
広
島
県

1
か
所

1
か
所

-
-

-
3
5
山
口
県

4
か
所

4
か
所

-
-

7
件

3
6
徳
島
県

1
か
所

1
か
所

-
1
か

所
-

3
7
香
川
県

1
か
所

1
か
所

-
-

2
件

3
8
愛
媛
県

1
か
所

1
か
所

-
-

-
3
9
高
知
県

3
か
所

3
か
所

-
-

-
4
0
福
岡
県

1
か
所

1
か
所

-
-

-
4
1
佐

賀
県

4
2
長
崎
県

1
か
所

1
か
所

-
1
か

所
3
件

4
3
熊
本
県

1
か
所

1
か
所

-
-

-
4
4
大
分
県

2
か
所

2
か
所

-
-

-
4
5
宮

崎
県

4
6
鹿

児
島

県
4
7
沖
縄
県

2
か
所

2
か
所

-
2
か

所
1
3
件

8
2
か
所

8
1
か
所

1
か

所
1
9
か

所
9
1
件

※
児

童
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
設

置
数

及
び
里

親
支

援
機

関
と
し
て
指

定
の

あ
る
セ
ン
タ
ー
数

に
つ
い
て
は

家
庭

福
祉

課
調

べ
、
指

導
・
指

導
委

託
件

数
に
つ
い
て
は

平
成

２
７
年

度
福

祉
行

政
報

告
例

よ
り

小
計

小
計

合
計

小
計

指
導

委
託

件
数

（
H
2
7
年

度
中

）
自

治
体

名
指

導
委

託
件

数
（
H
2
7
年

度
中

）

設
置
数
（
H
2
7
.1
0
.1
現

在
）

里
親

支
援

機
関

と
し
て
指

定
の

あ
る
セ
ン
タ
ー
数

運
営

主
体

別
運

営
主

体
別

設
置

数
（
H
2
7
.1
0
.1
現

在
）

里
親

支
援

機
関

と
し
て
指

定
の

あ
る
セ
ン
タ
ー
数

自
治

体
名
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児
童

家
庭

支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
対

応
等

延
べ

人
数

設
置

箇
所

数
来

所
相

談
電

話
相

談
訪

問
指

導
計

設
置

箇
所

数
来

所
相

談
電

話
相

談
訪

問
指

導
計

1
北
海

道
8
か
所

1
,0
4
0
人

2
,4
3
3
人

5
7
8
人

4
,0
5
1
人

4
8
札

幌
市

4
か
所

1
,4
8
4
人

3
,3
7
5
人

1
2
8
人

4
,9
8
7
人

2
青
森

県
1
か
所

1
9
7
人

2
9
人

0
人

2
2
6
人

4
9
仙

台
市

3
岩
手

県
1
か
所

4
9
3
人

1
8
6
人

1
,1
0
2
人

1
,7
8
1
人

5
0
さ
い
た
ま
市

4
宮
城

県
1
か
所

5
5
4
人

7
7
1
人

2
2
8
人

1
,5
5
3
人

5
1
千

葉
市

3
か
所

4
8
2
人

1
,1
6
2
人

4
3
2
人

2
,0
7
6
人

5
秋
田

県
5
2
横

浜
市

6
か
所

2
,2
1
7
人

3
,6
8
3
人

9
0
9
人

6
,8
0
9
人

6
山
形

県
2
か
所

5
4
6
人

1
,2
0
1
人

2
4
2
人

1
,9
8
9
人

5
3
川

崎
市

4
か
所

5
5
0
人

1
,9
8
0
人

1
,2
9
3
人

3
,8
2
3
人

7
福
島

県
5
4
相

模
原

市
8
茨
城

県
2
か
所

1
,0
2
3
人

2
,3
5
5
人

3
4
7
人

3
,7
2
5
人

5
5
新

潟
市

9
栃
木

県
5
6
静

岡
市

1
0
群
馬

県
2
か
所

6
1
2
人

4
6
1
人

3
8
人

1
,1
1
1
人

5
7
浜

松
市

1
か
所

0
人

1
1
1
人

8
人

1
1
9
人

1
1
埼
玉

県
3
か
所

1
,4
4
5
人

2
,3
5
2
人

1
,9
6
5
人

5
,7
6
2
人

5
8
名

古
屋

市
1
か
所

4
4
2
人

7
0
2
人

1
5
5
人

1
,2
9
9
人

1
2
千
葉

県
7
か
所

1
,7
7
3
人

4
,1
9
7
人

2
,1
0
8
人

8
,0
7
8
人

5
9
京

都
市

1
3
東
京

都
6
0
大

阪
市

1
か
所

9
6
人

4
7
4
人

3
4
人

6
0
4
人

1
4
神
奈

川
県

6
1
堺

市
1
か
所

1
8
4
人

7
6
2
人

7
3
人

1
,0
1
9
人

1
5
新
潟

県
6
2
神

戸
市

2
か
所

1
,3
5
2
人

1
,1
5
2
人

3
4
6
人

2
,8
5
0
人

1
6
富
山

県
6
3
岡

山
市

1
7
石
川

県
2
か
所

9
3
8
人

1
8
4
人

1
,0
1
0
人

2
,1
3
2
人

6
4
広

島
市

1
8
福
井

県
4
か
所

1
,5
9
3
人

1
,9
7
2
人

2
,2
6
8
人

5
,8
3
3
人

6
5
北

九
州

市
1
か
所

2
6
人

1
8
1
人

7
5
人

2
8
2
人

1
9
山
梨

県
1
か
所

2
6
6
人

2
5
9
人

8
7
人

6
1
2
人

6
6
福

岡
市

1
か
所

7
7
1
人

9
1
人

2
人

8
6
4
人

2
0
長
野

県
1
か
所

1
3
8
人

4
0
8
人

2
0
人

5
6
6
人

6
7
熊

本
市

2
1
岐
阜

県
3
か
所

8
2
9
人

8
9
4
人

7
0
5
人

2
,4
2
8
人

指
定

都
市

計
2
5
か
所

7
,6
0
4
人

1
3
,6
7
3
人

3
,4
5
5
人

2
4
,7
3
2
人

2
2
静
岡

県
3
か
所

2
,1
7
2
人

1
,1
6
9
人

1
,1
5
1
人

4
,4
9
2
人

6
8
横

須
賀

市
2
3
愛
知

県
6
9
金

沢
市

1
か
所

4
9
人

1
2
0
人

-
1
6
9
人

2
4
三
重

県
2
か
所

2
8
人

4
7
1
人

1
9
人

5
1
8
人

児
相

設
置

市
計

1
か
所

4
9
人

1
2
0
人

0
人

1
6
9
人

2
5
滋
賀

県
1
か
所

2
1
9
人

5
2
1
人

2
3
4
人

9
7
4
人

合
計

1
0
4
か
所

3
9
,6
8
7
人

6
7
,0
7
0
人

2
9
,4
9
8
人

1
3
6
,2
5
5
人

2
6
京
都

府
2
か
所

7
1
1
人

4
1
2
人

5
1
6
人

1
,6
3
9
人

2
7
大
阪

府
1
か
所

3
0
0
人

3
1
0
人

1
6
2
人

7
7
2
人

2
8
兵
庫

県
6
か
所

3
,4
6
7
人

5
,6
0
9
人

4
,1
1
9
人

1
3
,1
9
5
人

2
9
奈
良

県
2
か
所

2
,7
0
5
人

3
,9
1
1
人

1
,5
1
2
人

8
,1
2
8
人

3
0
和
歌

山
県

1
か
所

9
5
5
人

3
,0
4
5
人

6
3
5
人

4
,6
3
5
人

3
1
鳥
取

県
3
か
所

1
,5
5
6
人

2
,4
6
3
人

7
6
3
人

4
,7
8
2
人

3
2
島

根
県

3
3
岡
山

県
1
か
所

7
7
5
人

1
,4
2
1
人

6
5
7
人

2
,8
5
3
人

3
4
広
島

県
1
か
所

1
,1
4
6
人

1
,3
6
8
人

6
5
9
人

3
,1
7
3
人

3
5
山
口

県
4
か
所

2
,0
4
9
人

3
,2
5
9
人

9
1
8
人

6
,2
2
6
人

3
6
徳
島

県
1
か
所

9
9
人

8
5
7
人

7
8
人

1
,0
3
4
人

3
7
香
川

県
1
か
所

3
1
4
人

4
5
1
人

2
7
9
人

1
,0
4
4
人

3
8
愛
媛

県
1
か
所

1
4
4
人

2
7
9
人

1
8
5
人

6
0
8
人

3
9
高
知

県
3
か
所

4
7
7
人

5
,7
1
8
人

1
,5
6
8
人

7
,7
6
3
人

4
0
福
岡

県
1
か
所

7
7
9
人

2
3
3
人

8
0
2
人

1
,8
1
4
人

4
1
佐

賀
県

4
2
長
崎

県
1
か
所

3
4
9
人

1
,4
4
4
人

3
4
4
人

2
,1
3
7
人

4
3
熊
本

県
1
か
所

1
,3
5
2
人

5
6
人

3
4
5
人

1
,7
5
3
人

4
4
大
分

県
2
か
所

5
5
6
人

1
,0
8
6
人

1
9
2
人

1
,8
3
4
人

4
5
宮

崎
県

4
6
鹿

児
島

県
4
7
沖
縄

県
2
か
所

4
3
4
人

1
,4
9
2
人

2
0
7
人

2
,1
3
3
人

都
道

府
県

計
7
8
か
所

3
2
,0
3
4
人

5
3
,2
7
7
人

2
6
,0
4
3
人

1
1
1
,3
5
4
人

※
相
談
対

応
等

延
べ

人
数

に
つ
い
て
は

、
平
成

2
6
年

度
児

童
虐

待
・
Ｄ
Ｖ
対

策
等

総
合

支
援

事
業

実
績

報
告

書
よ
り

平
成

2
6
年

度
児

家
セ
ン
相

談
対

応
等

延
べ

人
数

自
治

体
名

平
成

2
6
年

度
児

家
セ
ン
相

談
対

応
等

延
べ

人
数

自
治

体
名
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次により算出された額の合計額

1 児童家庭支援センター運営事業

① 運営費

ア及びイの合計額

ア 事務費

１か所当たり

心理療法等を担当する職員が常勤の場合

年間 10,951,000円

心理療法等を担当する職員が非常勤の場合

年間 7,354,000円

（年度途中の開始、又は中止等の場合）

心理療法等を担当する職員が常勤の場合

月額 913,000円

心理療法等を担当する職員が非常勤の場合

月額 613,000円

(１月未満の場合は１月とする)

イ 事業費

１か所当たり 次の表の該当する件数区分に定める額

※ 件数区分の算定は、前年度における電話相談、来所相談、訪問相

談、通所指導、派遣相談、心理療法及びメール・手紙その他による

相談件数並びに市町村からの求めに応じた回数を合算した数とする。

前年度途中に開所した場合は、前年度の件数を開所した月以降の

月数で除した数に12を乗じて得た数の区分とする。

年度途中の開始の場合には、開始されたセンターの所在する地域

におけるニーズ等を踏まえ、都道府県（指定都市及び児童相談所設

置市を含む。）が区分を設定するものとする。

50件 ～ 299件 74,000円

300件 ～ 599件 441,000円

600件 ～ 899件 1,103,000円

900件 ～ 1,399件 2,057,000円

1,400件 ～ 1,899件 2,792,000円

1,900件 ～ 2,399件 3,527,000円

2,400件 ～ 2,899件 4,262,000円

2,900件 ～ 3.399件 4,997,000円

3,400件 以上 5,145,000円

② 初度調弁費

１か所当たり 400,000円

児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業費国庫補助金交付要綱 別表【抜粋】

１区分

児童家
庭支援
セン
ター運
営等事
業

件数区分 基準額

２種目

１／２児童家庭支援セ
ンター運営事業に
必要な給料、職員
手当等、共済費、
旅費、需用費（食
糧費、印刷製本
費、消耗品費）、
役務費（手数
料）、報償費、報
酬 等

５補助率４対象経費３基準額

※平成28年度
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「少子化社会対策大綱 ～結婚、妊娠、子供・子育てに温かい社会の実現をめざして～ 」

平成２７年３月２０日 ＜抜粋＞

別添１

施策の具体的内容

２．きめ細かな少子化対策の推進

（１）結婚、妊娠・出産、子育ての各段階に応じ、一人一人を支援する。

③子育て （関連：重点課題（１）（２）（３））

（様々な家庭・子供への支援）

＜児童虐待の防止、社会的養護の充実＞

○児童虐待防止に向けた普及啓発（オレンジリボン・キャンペーン）

・児童虐待を発見した人や子育てに悩みを抱える人が適切に通告・相談できるよう児童相談所全

国共通ダイヤル等を広く国民に周知するとともに、オレンジリボン・キャンペーン等の啓発活

動により、社会全体として児童虐待を防止する機運を高める。

○児童虐待の未然防止、重篤化防止のための早期対応

・市町村における「子どもを守る地域ネットワーク（要保護児童対策地域協議会）」の機能強化

を図るとともに、児童相談所・市町村において相談、支援を行う児童福祉司等の確保や専門性

の向上、警察等の関係機関との連携などにより虐待通告や子育ての悩み相談に対して確実に対

応できる体制の強化を図る。また、保育所や幼稚園、小・中学校等の関係機関における職員の

対応スキルの向上等により、児童虐待の未然防止、重篤化防止のための早期対応体制の充実を

図る。

○家庭的養護の推進

・里親や小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）の拡充、児童養護施設等の施設のケア

単位の小規模化の推進など家庭的養護を推進する。

○施設退所児童等の自立支援策の推進

・児童自立生活援助事業（自立援助ホーム）の設置の促進や施設を退所した児童等に対する支援

などの推進を図る。

○被措置児童等虐待の防止

・児童養護施設等に入所する児童の権利擁護の強化や、基幹的職員（スーパーバイザー）の養成

研修などケアの質の確保のための取組の推進などにより、被措置児童等虐待の防止の徹底を図

る。

○社会的養護関係施設における地域支援機能の充実

・児童養護施設、乳児院及び児童家庭支援センターなど社会的養護関係施設を地域における社会

的養護の拠点とするとともに、里親をはじめとする地域の関係者が相互に連携を図ることによ

り、社会的養護を必要とする子供たちを支援する。
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別添２

施策に関する数値目標 ＜抜粋＞

項 目
目 標

（２０１９年度末／２０２０年）

現 状

（大綱策定時の直近値）
備考

社会的養護の充実

里親の拡充

里親等委託率 ２２％
（2019年度末）

１５．６％
（2013年度末）

専門里親登録者数 ８５０世帯
（2019年度末）

６５２世帯
（2013年度末）

養育里親登録者数

（専門里親登録者数を除く）

９，８００世帯
（2019年度末）

７，４８９世帯
（2013年度末）

小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム） ５２０か所
（2019年度末）

２２３か所
（2013年度末）

小規模グループケア １，８７０か所
（2019年度末）

９４３か所
（2013年10月）

地域小規模児童養護施設 ３９０か所
（2019年度末）

２６９か所
（2013年10月）

児童自立生活援助事業（自立援助ホーム） １９０か所
（2019年度末）

１１３か所
（2013年10月）

児童家庭支援センター ３４０か所
（2019年度末）

９８か所
（2013年10月）

情緒障害児短期治療施設 ４７か所
（2019年度末）

３８か所
（2012年度末）

里親支援専門相談員 ４２０か所
（2019年度末）

２２６か所
（2013年10月）
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「社会的養護の課題と将来像」（平成２３年７月）における

児童家庭支援センターに関する記述＜抜粋＞

２．各施設等種別ごとの課題と将来像

(6) 里親及び里親支援機関の課題と将来像

③里親支援の充実

・里親に委託される子どもは、虐待を受けた経験があり、心に傷を持つ子どもが多く、

試し行動や愛着障害など、様々な形で育てづらさが出る場合が多い。

・そのため、養育里親には、研修、相談、里親同士の相互交流など、里親支援の仕組

みが必要である。里親が養育に悩みを抱えたときに孤立化を防ぐ支援が重要である。

・里親委託の推進と里親支援の充実のためには、専任の里親担当職員の設置などの児

童相談所の体制の充実とともに、これを補完する里親支援機関や施設による里親支

援の充実が必要である。

・里親支援機関は、里親委託の促進と里親支援の役割を持っており、例えば、

・里親固有の悩みごとについて、里親会が、経験者ならではの支援を行い、

・児童家庭支援センター、児童養護施設、乳児院は、専門職員によるサポートを

行うとともに、里親の休養（レスパイト）のための一時預かりを行う、

など、それぞれの特色に応じて、多方面から支援することが重要であり、里親支援

機関の好取組事例の普及を図る必要がある。

・児童養護施設や乳児院は、里親支援の拠点として地域支援機能を強化する必要があ

る。今後、各施設に里親支援担当の職員を置き、自らの施設の措置児童の里親委託

を推進するのみならず、希望する地域の里親を登録して、相談やレスパイトを行う

など、継続的な支援体制を整備する。

・地域の里親会については、多くが児童相談所の職員により運営事務が行われており、

体制の充実が必要である。

・児童家庭支援センターについては、里親支援の役割を充実し、里親支援機関業務の

中心を担うために児童家庭支援センターを新たに設置することも考えられる。

・里親会、施設、児童家庭支援センター、ＮＰＯ等の多方面の機関を里親支援機関に

定めて連携を図っていけるよう、各都道府県市において、それぞれの役割分担と連

携方策を明確にするとともに、それぞれの里親支援が十分に機能するようにする方

策を講じる必要がある。
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・里親支援については、地域の子育て支援事業も活用すべきであり、市町村との連携

が重要である。また、里親推進に当たっては、地域に根ざした浸透力のある市民活

動との連携が効果的である。

(9) 児童家庭支援センターの課題と将来像

①児童家庭支援センターの役割

・児童家庭支援センターは、平成９年の児童福祉法改正で制度化され、児童に関する

家庭その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものに応じると

ともに、児童相談所からの委託を受けた児童及びその家庭への指導、その他の援助

を総合的に行うもので、平成２０年の児童福祉法改正で、市町村の求めに応じ、技

術的助言その他必要な援助を行うことも業務に加えられた。

・多くは児童養護施設等の施設に附置されており、施設が地域支援を行う機能を果た

しているが、平成２０年の児童福祉法改正で、単独設置も可能となった。

・また、本年４月の実施要綱改正で、里親やファミリーホームの支援を行うことが明

記された。

②児童家庭支援センターの整備推進

・平成２０年度７１か所から、平成２３年３月末現在８２か所に増加した。子ども子

育てビジョンでは、平成２６年度までに１２０か所を整備する目標となっている。

・児童家庭支援センターは、第２種社会福祉事業に位置づけられた相談支援施設であ

り、社会的養護の地域支援の重要な拠点であることから、当面のビジョン目標の整

備後も、施設と地域をつなぐ機関として増やし、将来は児童養護施設や乳児院の標

準装備としていく必要がある。その場合、施設と離れた利用しやすい場所に設ける

ことも考えられる。

③市町村との連携及び役割分担の明確化

・児童家庭支援センターは、虐待相談が急増する中で、児童相談所の補完的役割を果

たす拠点として、制度化された。その後、市町村が虐待対応の第一次的な相談窓口

となり、要保護児童対策地域協議会なども設けられ、市町村の役割も大きくなって

おり、また、地域子育て支援拠点事業などにおける子育て相談の実施など市町村事

業も充実している。

・このため、児童家庭支援センターは、一般的な子育て相談に近い部分は、市町村や

様々な子育て支援事業に委ねつつ、専門性の高い部分を受け持つ役割を高めていく

ことが必要である。

・具体的には、施設入所には至らない前段階で、家庭に対する専門性の高い支援が必

要な場合や、施設退所後の親子関係再構築支援や見守り、アフターケアをその施設

に代わって行う必要がある場合など、継続的な支援が必要な子どもと家庭について、

児童相談所や市町村から委託を受けて支援を行うという役割の充実が重要である。
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④里親支援機関としての役割分担の明確化

・児童家庭支援センターの里親やファミリーホームへの支援の役割が実施要綱で明確

化されたことに伴い、各地域において、里親等支援のうち、児童家庭支援センター

が受け持つ役割分担を協議し、明確化する必要がある。

・児童相談所や、里親会、児童養護施設、乳児院などの関係機関との連携を図り、里

親等の制度を側面から支える機関としての役割を充実させる必要がある。

・施設に附置された児童家庭支援センターの場合、本体施設の地域支援を担う職員と

連携して里親支援を充実させる。

・また、里親支援機関の中心を担わせる目的で新たな児童家庭支援センターを設置す

ることも考えられ、制度の効果的活用が望まれる。

３．社会的養護の共通事項の課題と将来像

(3) 親子関係の再構築支援の充実

③児童家庭支援センターによる親子関係再構築支援

・児童家庭支援センターは、施設入所に至らない児童とその家庭の親支援や、施設を

退所した児童とその家庭の親支援を行う。

・児童家庭支援センターによる支援についても、効果的な手法の開発・普及や、児童

相談所との連携を図りながら行うことが必要である。

(6) 施設類型の在り方と相互連携

③地域における総合的な社会資源の整備

・また、地域での総合的な整備の視点も課題となり、次のような３つの段階により、

重層的で体系的な社会的養護の体制整備を進めていくことが必要である。

(a)児童自立支援施設と情緒障害時短期治療施設は、短期の治療的施設であり、都

道府県・指定都市を単位に設置される。情緒行動上の問題や、非行問題など、特

別のケアが必要な児童を入所させ、比較的短期間で、心理治療や生活指導を行う。

(b)児童養護施設や乳児院、母子生活支援施設、児童家庭支援センターは、広域的

な地域を単位に設置され、施設ケアが必要な児童や母子を入所させるとともに、

地域の拠点として家庭的養護の支援や、地域の親子等の支援を推進する。

(c)ファミリーホームや里親は、市区町村の区域を単位に、複数確保し、社会的養

護を必要とする児童が、できるだけ連続性をもった環境の中で養育されるようにする。

(7)社会的養護の地域化と市町村との連携

②施設の地域支援機能の体制整備
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・児童養護施設等の施設機能を地域分散化し、施設を地域における社会的養護の拠点

とするとともに、里親をはじめ、地域における社会的養護の担い手や、子育て支援

の様々な拠点や関係者が、互いにつながりをもって、トータルなプロセスを保障し、

社会的養護を必要とする子どもたちを社会の力で支援していく体制を作っていく。

・児童養護施設や乳児院では、家庭支援専門相談員、里親支援担当職員、個別対応

職員などの直接ローテーションに入らない専門職員が、施設の地域支援機能を担う

体制を整備する。

・また、児童家庭支援センターには、ソーシャルワーカーと心理の３名の専門職員が

置かれている。児童家庭支援センターは、第２種社会福祉事業に位置づけられた相

談支援施設であり、施設に附置されたセンターの場合は、本体施設の地域支援機能

を担う職員と連携してその機能を強化し、施設と地域をつなぐ機関として、将来は

児童養護施設や乳児院の標準装備としていく。

③市町村の児童家庭相談や子育て支援施策との連携

・社会的養護の施設や児童家庭支援センターは、市町村の要保護児童対策地域協議会

に参加して、市町村の取組と連携し、場合によっては市町村からの委託を受け、地

域で専門的な相談指導を充実させていくことが重要である。

５．社会的養護の整備量の将来像

(2)施設数等

・地域小規模児童養護施設は、児童養護施設１施設に１カ所、自立援助ホームは、児

童養護施設２施設に１カ所を見込む。ファミリーホームについては、里親等委託率

の引き上げに伴い、５０００人程度を見込んで１０００カ所程度を見込む。 児童

家庭支援センターは、施設と地域をつなぐ機関として、将来は児童養護施設や乳児

院の標準装備としていく。
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“子どもの最善の利益”の視座から提案する

親族里親制度の積極活用と通所措置制度の創設

全国児童家庭支援センター協議会 会長 小木曽 宏

同 副会長 橋本 達昌

１．児童家庭支援センター設置運営の目的と主体

児童家庭支援センター（以下：児家セン）は、地域の児童の福祉に関する各般の問題につき

児童に関する家庭その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものに応じ、必

要な助言を行うとともに、市町村の求めに応じ、技術的助言その他必要な援助を行うほか、保護

を要する児童又はその保護者に対する指導を行い、あわせて児童相談所、児童福祉施設等との連

絡調整等を総合的に行い、地域の児童、家庭の福祉の向上を図ることを目的とする。

設置及び運営の主体は、地方公共団体及び社会福祉法人等であって、都道府県知事（指定都市

にあっては市長とし、児童相談所設置市にあっては児童相談所設置市の市長とする。以下同じ。）

が児童福祉法第 27 条第 1 項第 2号による指導委託先としても適切な水準の専門性を有する機関

であると認めた者とする。（児童家庭支援センター設置運営要綱より）

さらに 2011 年、「里親委託ガイドライン」において里親委託優先の原則が明示され、同要綱に

も「里親及びファミリーホームからの相談に応じる等、必要な支援を行う」という文言が追加さ

れた。

２．児童家庭支援に寄せられる期待と目標達成のために

『2019 年末までに児家セン設置数、340 か所（少子化社会大綱）（2015.3.20）』と示された目

標値は、児家センに対する大きな「期待」である。しかし、現時点で 112 か所(2016.4.1 現在)

という「数値的乖離」をどのように埋めていけるかが大きな課題である。さらに地域子育て相談

機関が他にも存在する中で、児家センの重要性・独自性を明確に打ち出すことが必要である。実

際に児家センの独自性を明確にしていくためには、新たな相談事業にチャレンジしていく必要が

ある。その前提として、児家センが、関係機関と連携し、都道府県、市町村、児童相談所に積極

的にアプローチしていくことが求められる。

また里親支援の具体的な展開など、新たに配置された里親支援専門相談員とも協力して、里親

制度の啓蒙・啓発、里親認定研修、未委託里親研修、里親サロンの実施等を積極的に行っていく

ことが必要である。

さらに児家センのアフターケア（在宅支援）の役割も重要であり、児童相談所と連携を図り一

時保護解除、措置解除後の「指導委託」を積極的に行っていく必要がある。そのためには、こち

らから「指導委託」の意義、目的を児童相談所に伝えていくことも検討している。

平成２８年１０月２１日

第４回 新たな社会的養育の在り方に関する検討会 資料４
（抜粋）
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３．基礎自治体との協働が進んでいる児家センからの提案

提案①「親族里親の積極活用」

福井県越前市では、離婚後、ひとり親世帯となった母親が子どもを連れて実家に戻り、実質的

には７０歳代の祖父母が養育を担っているというケースが散見される。（ちなみに、かような生

活実態は、市が自ら所管する「子どもの学習支援事業」や「子ども食堂」等、子どもの貧困対策

事業を実施している過程で得られる情報＝恒常的な関わりを有する地域自治組織やＮＰＯから

寄せられる風聞＝により捕捉されることが多いが、この情報収集力は市の強みといえよう。）

そこで同市内に所在する「児童家庭支援センター 一陽」（里親支援専門相談員・臨床心理士）

は、親族里親となっている祖父母の養育相談に応えたり、長年引きこもり状態にあった里子青年

（支援スタート時 16 歳）に対しカウンセリングを施したり、家族全体にかかる各種申請書等の

書き方指導や諸手続きの代行実務を請負ったり等、様々なファミリーソーシャルワークを展開し、

当該里子青年の自立を支援した。なお本ケースでは、青年が実家を離れ県外において独立した現

在においても、児家センとして自主的にアフターケアを継続している。

このような事例を鑑みると今後、親族里親家庭に対し、心のケアを含めた寄り添い型支援、及

び地域を縦横無尽に駆け巡るコミュニティ包摂型支援が有効であり、これこそ（組織の柔軟性、

支援の迅速性や多様性、継続性、さらには地域との濃密なネットワーク力を有する）児家センの

特技としていくべきであろうと考える。しかし児童相談所及びその担当者によっては、親族里親

の認定や活用に対し慎重姿勢を貫く状況も見受けられる。本制度の積極認定・活用に期待したい。

〔参照：資料①社保審議事録…残念ながらこの議論が未だ実効化していないということである。〕

提案②「通所措置制度の創設」

越前市（人口 83,000 人）は、平成 25 年度より市民からの多岐にわたる児童家庭相談にワンス

トップで応じる「子ども・子育て総合相談室」を設置している。同室のファミリーソーシャルワ

ークの力量は、同規模の自治体に比し非常に充実しているが、その豊富な実践経験からは、市町

村に権限（措置権）がないことの問題点が指摘されている。つまり市町村の支援体制が充実すれ

ばするほど、児童相談所との二重行政的ジレンマが生じているのである。

市担当者は、「（多くの自治体において、）権限の無い所には、人の配置もなく、財源もないの

は当然であり、このことが平成 16 年の児童福祉法改正後も多数の市町村において、児童家庭相

談支援体制が充実しなかった理由の一つであろう。」と指摘している。さらに「（児相と同権＝入

所措置権＝までは求めないが、）市町村によるファミリーソーシャルワーク力を高めていくため

には、せめて子育て短期支援事業の延長線上に位置するような“児童養護施設通所措置権”を新

設し、これを市町村にも付与してほしい。」と要望している。

なお仮に児童養護施設通所措置制度が創設されれば、市町村と児家センの協働は一層加速する

であろうし、保護者と施設、学校・保育所、市要対協等との関係調整業務が、児家センの主要な

業務となっていくものと予測される。

※ そこで例えば児童養護施設への通所措置権が創設されれば、今後、どのような支援が可能となるの
か？…全児童養護施設に児家センが標準装備されることを前提として、以下に支援例を示したい。

・小学３年生のＡ児（母子家庭）に関し、学校から「三週間お風呂に入っていない。この間、欠食も
見られる。」との通報が入る。市の調査により直ちにネグレクトと判定され、Ａ児についてＢ施設
への通所措置及びＣ児家センへの指導委託措置が決定。※毎週月、水、金曜日が施設通所日となる。

・Ｃ児家センの職員が、放課後、小学校にＡ児を迎えに行き、施設に送り届ける。Ｂ施設は、Ａ児に
宿題指導や生活指導を行い、夕食や入浴機会も提供する。（なおＡ児にかかる食費等、必要経費は、
通所措置費により賄う。）毎回、午後 9時頃にはＡ児の母が施設に迎えに来る。

・毎週日曜日、Ｃ児家セン相談員が家庭訪問し母と面談、親子関係や生活困窮状況を確認する。翌日、
同相談員はＡ児と母の現況を施設と小学校に報告するとともに、（さらなる関係機関連携を視野に）
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今後のＡ児及び母に対する在宅支援・家庭支援のあり方を市要対協実務者会議にて協議する。

最後に、地域における子ども虐待等の＜予防＞＜支え＞機能、さらに「アフターケア」機能

を＜つなぐ＞役割が地域に必要ではないか。その役割を担えるのが、児家センであると考える。

＜資料①＞

2011 年 10 月 31 日 第 36 回社会保障審議会児童部会議事録

雇用均等・児童家庭局

○日時 平成２３年１０月３１日（月）１５：００～１７：００

○場所 経済産業省別館１０１４号会議室

○出席者 大日向部会長 秋田委員 石津委員 大澤委員 奥山委員

小杉委員 榊原委員 佐藤委員 林委員 宮島委員 矢藤委員

○議題 最近の児童行政の動向について

（以下、親族⾥親に関する関連質疑・回答を抜粋）

○林委員

親族里親要件の見直しのことです。これは多分、東北の震災への対応ということが非常に大きくて、

手当支給のために直系血族でないおじ・おばを養育里親に包括するということだったと思います。里

親委託率を増加させていくという方向性の中で、親族里親の委託率を高めていくという方向性も非常

に重要ではないかと感じております。それは恐らく、おば・おじが養育里親に含められたことで、当

事者を二分してしまうような側面があると思います。つまり遠くの親族よりも近くの知人・友人とい

うものが受け皿になる場合もあるかと思います。そういう中で、親族里親の要件が、今ですと行方不

明や死亡などに限定されているのですが、その要件を緩和する、あるいは民法上の扶養義務というこ

とでいえば、果たして虐待を受けた子どものケアをすることまで民法上でいう扶養義務の範囲内に想

定すべきなのかという辺りも、法律学者によってもかなり意見が異なるところです。そういうことを

含めまして、むしろ、親族里親の委託率を増加させるために養育里親に出すのではなくて、親族里親

の拡大を目的とした要件緩和という方向性を考えていただけないかということが、一部の当事者を含

めてかなり声が出ています。ご配慮いただけたらと思います。以上です。

○大日向部会長

では、矢藤委員と林委員のご質問・ご意見についてお答えいただけますでしょうか。

○高橋家庭福祉課長

親族里親につきまして、ご意見をいただきました。親族里親の要件拡大につきましては、今年の 4

月に議論しまして、6 月の省令改正で一部拡大しております。これまでは死亡や行方不明、収監され

たとか非常に限定的な感じでありましたのを、病気の場合などで親族が引き受けなければ施設措置を

余儀なくされるような場合に適用できるということで、4 月の里親委託ガイドラインや実施要綱改正。

その後、それを省令で 6月の改正で反映するなど一部拡大、適用しております。これは都道府県によ

りまして非常に適用の姿勢に差がありまして、積極的にやっている自治体と親族里親は基本的にやら

ないという自治体があります。親族が養育するのが当然ということで、それに現金を出すような親族

里親はやらないというような県もあります。そういう意味で、積極的に使うようなことでのガイドラ

インの改正などを行ったところでありまして、ご指摘のように親族里親を積極的に活用している国も

あるということでありますので、そこの活用もしてまいりたいと思っております。
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